日の指導計画【３歳児】平成○○年　４月　２５日（火）　　○○人（欠席　○人）　担任：　　　　　　　　　　　事例１３　　
	幼児の姿
	○園生活に慣れ始め、笑顔で登園してくる子や保護者と離れられずに泣く子がいる。

○所持品の始末等、「ここでいいの？」と何度も確認しに来る。

○いろいろな物に興味を示し、次々に遊ぶ子や遊んでいる姿を見ている子等、違いが見られる。
	ねらい
	○教師や友達に親しみをもち、好きな遊びを楽しむ。

	園長印
	

	
	
	内
容
	・教師や友達と一緒に遊ぶ。

・教師や友達と一緒に手遊びや触れあい遊びをする。
	教頭

印
	

	時間
	予想される子どもの動き
	◎教師の援助　　☆環境構成

	8：15
9:00

9:30
10:30

11:00

11:45

12:15


	○登園

・朝の挨拶をする

・所持品の始末をする

・おたより帳にシールを貼る

○主体的な遊び（室内）
・生き物のえさやり、
ベランダにある植物の水やり、
折り紙、ビーズ、ブロック、制作
　ままどと、パズル、等

＊それぞれの遊びには、環境図を使って姿や援助等を書く。
〇ふれあい遊び

○主体的な遊び（戸外）

・園庭で遊ぶ

（砂遊び、泥団子作り、三輪車、ごっこ遊び、水やり、植物観察、昆虫探し、ジャングルジム等）
○主体的な遊び（室内）

・ままごと、パズル、ブロック、描画等
＊それぞれの遊びには、環境図を使って姿や援助等を書く。
○片づけ

・使った遊具や用具を片づける

・手洗い、うがいをする

・服が汚れていたり、汗をかいて濡れたりしていたら着替えをする

○おやつ

・友達と楽しくおやつを頂く。

・歯磨きをする。

○降園前のひととき
・歌、手遊び、絵本の読み聞かせ等を楽しむ

・一日を振り返り、明後日以降の話を聞く

・持ち物の準備、身支度を整える
○親子で順次降園
・教師や友達とあいさつを交わし、安全に気を付けて降園する。
	☆子ども達が気持ちよく過ごせるように窓を開け、温かい雰囲気作りをする。

◎挨拶を交わしながら、心身の状態を視診や出席状況を確認する。

◎すぐに遊びに入ってしまう子には、持ち物の始末などを促しながら置き場所やシールを貼る位置を確認し、一人一人に応じて丁寧に援助する。
◎泣いている子は無理矢理離さず、保護者の状況に応じて側にいてもらったり、教師が寄り添ったりしながら安定を図る。

◎遊びに入れない子、見つけきれない子には、興味がもてそうな遊びに誘ったり、他の友達に目が向けられるようにしたりと、やってみたいと思えるような声かけをする。
◎好きな遊びをするなかで、スキンシップをとりながら教師も一緒に遊び、安定して過ごせるようにする。
◎生き物の動きや変化などで、子どもの気づきがあれば周りに知らせ、他の子も興味がもてるようにする。
☆生き物や植物に興味がもてたり調べたりすることができるように、表示や図鑑・絵本を用意したり、水槽を四方から観察できるような広さを確保したりする。

◎全体で集まり、名前を呼んで友達の名前を知らせ、元気に登園している事を一緒に確認する
。

◎友達や教師とふれあえるような手遊び、ゲームなどをし、安心感やクラスへの所属感、友達と一緒に過ごす楽しさを味わえるようにする。
◎戸外へ出る前に、水分補給や排泄を促す。
◎教師も一緒に体を動かし、一緒に遊ぶことの楽しさを言葉に出し、共感しながら遊ぶ。
◎砂などの感触、水と混ざった時に感触を一緒に楽しみながら遊ぶ。また、発見や気づきを他の子に知らせたりする。
◎昆虫や植物などに興味をもっている子には、一緒に探したり、花や葉の香りに気づいたりしながら楽しめるようにする。
☆遊びに必要な道具や遊具をわかりやすく配置し、興味をもったことが思い切り楽しめるようにする。
◎一人一人が明日への期待をもって片づけられるように促し、片付いた後の気持ちよさが感じられるように言葉をかける。
◎教師がモデルとなりながら、子どもたちと一緒に片づけや手洗い、うがいをしていく。
◎衣服の着脱は自分でできることは促しながら、難しいところを一人一人に応じて援助する。また、上手にできた子はその姿を認めると共に他の子にも知らせ、意欲的に自らやってみたいと思えるようにする。
☆片づけの仕方や場所がわかりやすいように、視覚的に表示をしたり、配置の仕方を工夫したりする。
◎教師がおやつの準備をしている姿を見て手伝いをしたいという子がいる場合は、一緒に楽しみながら準備ができるように言葉をかける。

◎手洗いを確認し、楽しくおやつを頂けるよう配慮する。

◎音楽をかけながら楽しく歯磨きができるようにする。また、歯ブラシを口に入れたまま歩かないように安全面に留意する。
◎友達と歌ったり、絵本を見たりし、みんなで過ごす楽しさを共有できるようにする。

◎子どもたちのおもしろい遊びの様子や個々の工夫を紹介し、自信をもあったり、明日はやってみようと期待をもったりできるような話し合いをする。

◎自分の持ち物を準備するように促し、一人一人に応じて確認しながら援助し、自分でできた満足感が味わえるように言葉かけをする。
◎一人一人とスキンシップをとりながら挨拶を交わし、安全に降園できるように指導する。

	反省

評価
	


